
在宅医療介護連携推進事業
（新潟市＆燕・弥彦医療介護センター共催）

組織や職域を越え、看護の役割について相互理解し、
地域で暮らし続けたい住民の思いを叶えるために

共に考え実践できる力を養う

CanCanミーティング
～看護がつなぐ地域包括ケア～

◆申込み １月１５日（火）までに、別紙「参加申込書」にて、
新潟市地域医療推進課あてＦＡＸ又はメールで受付け

（新潟市近郊の方も燕三条会場へ，県央圏域近郊の方も新潟会場への参加も可能ですが,
どちらか一方の会場での参加をお願いします。）

◆定 員 各会場１００名（先着順）

◆対 象 新潟市、県央圏域、近隣市町村の医療・介護関係機関に従事する看護職

（病院・訪問看護ステーション・介護施設・地域包括支援センター・行政機関等）

【講師略歴】
福井県出身。急性期病院や訪問看護ステーションを経て、2002
年から京都大学医学部付属病院で退院調整看護師として活動。
2012年に起業し、全国各地で在宅療養移行支援に携わる。
編著書「看護がつながる在宅療養移行支援～病院・在宅の患者
像別看護ケアのマネジメント」（日本看護協会出版会）など。

平成３１年１月２２日（火）１３時３０分～１６時３０分
新潟ユニゾンプラザ 大研修室（新潟市中央区上所２－２－２）

●急性期病院から高度急性期病院へ転院後、急性期病院に
戻り、介護保険を申請し自宅退院したがん患者事例

新潟
会場

平成３１年１月２３日（水）１７時００分～２０時００分
燕三条地場産業振興センター・リサーチコア

マルチメディアホール（三条市須頃１－１７）

●末期がんで外来通院、訪問看護利用を拒否する事例
●認知症で看取り時期に訪問看護を導入した事例

燕三条
会場

講師：在宅ケア移行支援研究所 宇都宮宏子オフィス

宇都宮 宏子（うつのみや ひろこ）先生

後援 新潟県看護協会



CanCanミーティング 参加申込書
（新潟会場：1月22日（火）13:30～／燕三条会場：1月23日（水）17:00～）

お申込み所属 ：

ご連絡先（名前・電話番号） ：

No. 勤務部署（いずれかに○） 職 位 参 加 者 氏 名

1
病棟・外来・連携室等・訪問看護・居宅介護支援
介護施設・包括・その他（ ）

2
病棟・外来・連携室等・訪問看護・居宅介護支援
介護施設・包括・その他（ ）

3
病棟・外来・連携室等・訪問看護・居宅介護支援
介護施設・包括・その他（ ）

4
病棟・外来・連携室等・訪問看護・居宅介護支援
介護施設・包括・その他（ ）

※平成３１年１月１５日（火）までにFAX又はメールにてお申込みください。

＜会場アクセス＞

＜お申し込み先＞
ＦＡＸ送信先：０２５－２４６－５６７２
メール送信先：chiiki.iryo@city.niigata.lg.jp
新潟市保健衛生部地域医療推進課

（ＴＥＬ：０２５－２１２－８０１８）

※ 参加会場どちらかに○をつけてください。
（原則、どちらか一方の会場での参加をお願いします。）

新潟会場 ・ 燕三条会場

新潟会場：1/22（火）13時30分～16時30分
新潟ユニゾンプラザ 大研修室
（新潟市中央区上所２－２－２）

燕三条会場：1/23（水）17時00分～20時00分
燕三条地場産業振興センター・リサーチコア

（三条市須頃１－１７）

※駐車場につきましては、数に限りがございますので、ご利用の場合は余裕を持ってご来場ください。


